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F

S

B
（
金
融
安
定
理
事
会
）
の
最
近
の
活
動
状
況佐

志
田　

晶　

夫

一

、
は
じ
め
に
～
規
制
改
革
の
設
計
・

実
施
か
ら
効
果
の
点
検
と
新
し
い
課

題
へ
の
対
応
へ

　

本
稿
で
は
Ｆ
Ｓ
Ｂ
（
金
融
安
定
理
事
会
）
の
最
近
の
取

組
み
に
つ
い
て
Ｇ
20
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
に

向
け
て
公
表
さ
れ
た
様
々
な
報
告
書
な
ど
を
参
考
に
し
て

概
観
し
た
い⑴

。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
Ｆ
Ｓ
Ｆ
（
金
融
安
定
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
）
が
Ｆ
Ｓ
Ｂ
に
再
構
成
さ
れ
て
一
〇
年
が

経
っ
た
。
危
機
の
反
省
を
踏
ま
え
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
導
入
、

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｓ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な

金
融
機
関
）
規
制
、
破
綻
処
理
制
度
・
手
段
の
整
備
と
大

き
過
ぎ
て
潰
せ
な
い
問
題
（
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
）
終
結
な
ど
、
広

範
な
対
応
措
置
が
立
案
さ
れ
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

規
制
改
革
へ
の
取
り
組
み
が
進
む
と
共
に
、
主
要
な
課

題
は
推
進
体
制
構
築
、
規
制
改
革
の
立
案
か
ら
、
規
制
改

革
の
実
施
、
進
捗
状
況
の
監
視
に
移
り
、
さ
ら
に
は
、
規

制
強
化
が
意
図
せ
ざ
る
副
作
用
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
か

と
の
懸
念
へ
の
対
応
や
新
た
な
課
題
の
検
討
・
調
査
が
重

要
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
金
融
安
定
に
向
け
た
幅
広
い
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協
調
を
弱
め
な
い
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

二

、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
二
〇
一
九
年
の
作
業
プ

ロ
グ
ラ
ム

⑴�　

ク
ォ
ー
ル
ズ
議
長
の
Ｇ
20
向
け
レ
タ
ー⑵

、
議
長
国
日

本
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

　

ク
ォ
ー
ル
ズ
Ｆ
Ｓ
Ｂ
議
長
の
Ｇ
20
蔵
相
／
中
銀
総
裁
会

合
へ
の
レ
タ
ー
は
、
主
要
な
四
分
野
（
強
靭
な
金
融
機
関

の
構
築
、
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
の
終
結
、
ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
仲
介
の

強
靭
性
強
化
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
の
安
全
性
向
上
）
で

の
国
際
金
融
規
制
改
革
の
完
成
と
実
施
の
重
要
性
を
指
摘

し
、
金
融
安
定
へ
の
新
し
い
潜
在
的
な
リ
ス
ク
や
実
行
さ

れ
た
改
革
の
効
果
の
評
価
（
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
改
革
の
評
価
）
な

ど
へ
の
対
応
を
含
め
、
現
行
の
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
活
動
を
概
観
し

て
い
る
（
図
表
１
：
作
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
参
照⑶

）。

　

脆
弱
性
の
新
た
な
要
因
と
し
て
は
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
や

図表１　FSBの2019年の作業プログラムの主要項目

〔出所〕　FSBworkprogrammefor2019より作成

・新しい及び発生しつつある金融システムの脆弱性への対応

・改革の効果を評価
実施中の評価作業

フィンテック
サイバーレジリエンス（抵抗力）

・金融危機後の改革を仕上げ、運用を開始

・改革の実施

脆弱性の評価

ノンバンク金融仲介

強靭性のある金融機関の構築
大き過ぎて潰せない（TBTF）の終結
デリバティブ市場をより安全にする
強靭性のあるノンバンク金融仲介の促進

G20改革の実施状況モニタリング
ピアレビュー
その他の分野の進展を評価

改革のクロスボーダーでの整合性

地域諮問グループ
外部ステークホルダーとのコミュニケーション及び交流

・広範な関係者（ステークホルダー）へのアウトリーチ強化
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暗
号
資
産
、
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
の
金
融
業
へ
の
進
出
に
注
意

を
向
け
て
い
る
。
現
状
で
は
重
大
な
問
題
は
発
生
し
て
い

な
い
が
、
金
融
業
に
大
き
な
変
化
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
、
何
ら
か
の
形
で
脆
弱
性
に
つ
な
が
る
か
の
早
期

把
握
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
活
動
に
は
Ｇ
20
議
長
国
の
方
針
が
反

映
さ
れ
る
。
二
〇
一
九
年
の
議
長
国
は
日
本
で
あ
り
、
昨

年
一
〇
月
の
Ｆ
Ｓ
Ｂ
本
会
合
で
は
、
二
〇
一
九
年
の
Ｇ
20

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
市
場
分
断
の
リ
ス
ク
、
分

散
型
金
融
技
術
の
金
融
安
定
に
及
ぼ
す
影
響
、
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ

改
革
の
影
響
評
価
、
サ
イ
バ
ー
事
象
へ
の
金
融
機
関
の
対

処
が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑵�　

金
融
シ
ス
テ
ム
の
新
し
い
及
び
発
生
し
つ
つ
あ
る
脆

弱
性
へ
の
対
応

　

金
融
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
要
因
が
変
化
し
て
い
る
こ
と

へ
の
対
応
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⒜　

新
し
い
及
び
生
じ
つ
つ
あ
る
脆
弱
性
の
識
別

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
メ
ン
バ
ー
と
の
定
期
的
な
協
議
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と

共
同
で
の
半
年
毎
の
早
期
警
戒
演
習
な
ど
で
発
生
し
つ
つ

あ
る
リ
ス
ク
の
特
定
に
努
め
て
い
る
。
今
後
、
明
示
的
な

監
視
枠
組
み
の
開
発
を
行
う
。
脆
弱
性
評
価
常
設
委
員
会

で
は
、
潜
在
的
な
脆
弱
性
の
監
視
と
評
価
を
続
け
て
い
る

が
、
Ｃ
Ｌ
Ｏ
（
ロ
ー
ン
担
保
証
券
）
と
レ
バ
レ
ッ
ジ
ド

ロ
ー
ン
の
リ
ス
ク
を
取
り
上
げ
、Brexit

の
動
向
も
注

視
し
て
必
要
に
応
じ
Ｇ
20
に
助
言
す
る
。

⒝�　

金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
造
的
な
変
化
が
金
融
シ
ス
テ
ム

に
及
ぼ
す
効
果
を
評
価

　

ノ
ン
バ
ン
ク
金
融
仲
介
と
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
な
ど
を
含

め
、
市
場
構
造
の
変
化
の
影
響
と
技
術
革
新
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
金
融
安
定
へ
の
影
響
評
価
も
続
け
る
。
技
術
革
新

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
変
化
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
る
。
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Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
暗
号
資
産
の
影
響
を
監
視
し
て
規
制
ギ
ャ
ッ

プ
を
特
定
し
よ
う
と
し
、
ま
た
、
大
手
技
術
系
企
業

（
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
）
の
金
融
分
野
へ
の
参
入
や
分
散
型
金

融
技
術
の
成
長
な
ど
、
金
融
安
定
へ
の
技
術
革
新
の
幅
広

い
影
響
も
分
析
す
る
。
サ
イ
バ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
に

向
け
た
作
業
も
続
け
、
二
〇
一
九
年
～
二
〇
二
〇
年
で
金

融
機
関
の
サ
イ
バ
ー
事
象
へ
の
初
動
と
回
復
に
関
す
る
効

果
的
な
実
務
を
開
発
し
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

⑶　

金
融
危
機
後
の
改
革
を
完
成
さ
せ
、
運
用
を
開
始

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
基
準
設
定
主
体
と
共
に
、
以
下
の
よ
う
な
規

制
改
革
の
残
っ
た
項
目
の
完
成
に
取
り
組
む
。

・
保
険
：
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
（
保
険
監
督
者
国
際
機
構
）
は
二
〇

一
九
年
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
国
際
資
本
基
準
）
開
発
とCom



Fram
e

（
国
際
的
に
活
動
す
る
保
険
グ
ル
ー
プ
監
督
の
た

め
の
共
通
枠
組
み
）
の
仕
上
げ
を
行
う
。

・
清
算
機
関
：
〝
大
き
過
ぎ
て
潰
せ
な
い
問
題
〟
解
消
の

た
め
、
破
綻
処
理
に
伴
う
技
術
的
課
題
、
運
営
面
の
問
題

に
取
り
組
み
、
清
算
機
関
（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
ｓ
）
の
シ
ス
テ
ミ
ッ

ク
な
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
。
二
〇
一
九
年
は
破
綻
処
理
を

支
え
る
財
務
資
源
の
適
切
性
に
関
す
る
追
加
的
な
指
針
の

提
供
と
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
エ
ク
イ
テ
ィ
の
扱
い
に
つ
い
て
作
業
し

二
〇
二
〇
年
に
完
成
さ
せ
る
。

・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
：
金
融
リ
ス
ク
の
分
析
と
管
理
の

た
め
の
取
引
デ
ー
タ
活
用
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
Ｆ
Ｓ

Ｂ
は
基
準
設
定
主
体
と
共
に
改
善
に
取
り
組
む
。
固
有
取

引
識
別
子
（
Ｕ
Ｔ
Ｉ
）
と
固
有
商
品
識
別
子
（
Ｕ
Ｐ
Ｉ
）

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
完
了
さ
せ
、
一
つ

以
上
の
Ｕ
Ｐ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
特
定
、
二
〇
二
〇
年

に
取
引
報
告
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
集
計
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
開
発

の
検
討
を
目
指
す
。

・
資
産
運
用
業
：
構
造
的
な
脆
弱
性
に
対
処
す
る
た
め
、

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
が
首
尾
一
貫
し
た
レ
バ
レ
ッ
ジ
指
標
の
完
成

を
含
む
Ｆ
Ｓ
Ｂ
提
言
に
基
づ
く
作
業
を
続
け
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
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提
言
の
実
施
が
進
ん
だ
な
ら
Ｆ
Ｓ
Ｂ
と
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
、

二
〇
一
九
年
以
降
に
実
施
状
況
を
評
価
し
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
が

Ｇ
20
に
報
告
す
る
。

⑷　

完
全
で
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
首
尾
一
貫
し
た
実
施
を
支

援

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
基
準
設
定
主
体
と
共
に
実
施
状
況
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
続
け
、
重
要
な
項
目
の
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
を
行

う
（
銀
行
の
破
綻
処
理
計
画
、
取
引
主
体
識
別
子
（
Ｌ
Ｅ

Ｉ
））。
ま
た
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
（
総
損
失
吸
収
力
）
基
準
へ
の

適
合
に
つ
い
て
報
告
し
、
一
〇
月
に
は
金
融
規
制
改
革
の

実
施
と
影
響
に
関
す
る
第
五
回
年
次
報
告
書
を
公
表
す

る
。

⑸　

改
革
の
効
果
を
評
価
～
改
革
の
実
効
性
と
意
図
せ
ざ

る
副
作
用
の
評
価

⒜�　

中
小
企
業
金
融
へ
の
規
制
の
影
響
と
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
を
終

結
さ
せ
る
改
革
の
効
果

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
合
意
さ
れ
た
Ｇ
20
規
制
改
革
の
効
果
に
つ
い

て
の
評
価
を
重
視
し
て
き
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
は
中
小

企
業
金
融
へ
の
影
響
の
評
価
を
完
成
さ
せ
、
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
改

革
の
評
価
に
着
手
す
る
。

⒝　

�

統
合
さ
れ
強
靭
性
の
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
シ
ス

テ
ム
を
強
化
（
市
場
分
断
の
分
析
と
対
処
）

　

金
融
安
定
を
損
な
い
か
ね
な
い
市
場
分
断
を
招
く
要
因

の
特
定
と
対
処
は
、
開
か
れ
た
強
靭
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の

維
持
に
重
要
で
あ
り
、
Ｇ
20
議
長
国
と
し
て
の
日
本
の
優

先
課
題
で
あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
基
準
設
定
主
体
と
共
に
市
場

分
断
の
問
題
を
調
査
し
対
応
を
支
え
る
。
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⑹　

様
々
な
関
係
者
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
へ
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
強
化

　

金
融
安
定
の
脆
弱
性
は
Ｇ
20
に
止
ま
ら
な
い
グ
ロ
ー
バ

ル
な
問
題
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
安
定
の
促
進
に

は
非
メ
ン
バ
ー
諸
国
へ
の
働
き
か
け
が
重
要
で
あ
る
。
Ｆ

Ｓ
Ｂ
は
六
つ
の
地
域
諮
問
グ
ル
ー
プ
の
実
効
性
改
善
の
レ

ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
外
部
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
透
明
性
改
善
に
も
努
め
る
。

三
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
が
公
表
し
た
報
告
書

⑴　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
が
今
年
公
表
し
た
主
な
報
告
書
等

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
が
今
年
公
表
し
た
報
告
書
及
び
年
内
の
公
表
予

定
は
図
表
２
の
通
り
。
こ
の
中
か
ら
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
改
革
の
評

価
、
破
綻
処
理
制
度
関
連
、
技
術
革
新
の
影
響
と
市
場
分

断
に
係
る
報
告
書
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

⑵　

Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
を
終
結
さ
せ
る
改
革
の
評
価⑷

　

Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
改
革
の
評
価
に
つ
い
て
実
施
方
法
を
概
説
し

て
い
る
。
目
的
、
任
務
、
評
価
プ
ロ
セ
ス
、
期
間
な
ど
を

ま
と
め
る
と
図
表
３
の
通
り
で
あ
る
。

⑶　

破
綻
処
理
計
画
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
の
概
要

　

破
綻
処
理
制
度
関
連
で
は
、
銀
行
の
破
綻
処
理
計
画
に

関
す
る
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
と
、
破
綻
処
理
計
画
と
破
綻
処

理
可
能
性
の
情
報
開
示
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
及
び
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
ソ
ル
ベ
ン
ト
な
（
支
払

い
能
力
を
保
っ
た
）
縮
小
に
関
す
る
市
中
協
議
用
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
が
公
表
さ
れ
た
。
ピ
ア
・
レ

ビ
ュ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

・
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
母
国
で
あ
る
法
域
全
て
を
含
む
一
六

法
域
が
、
銀
行
の
破
綻
処
理
計
画
と
戦
略
を
準
備
し
て
い

る
。
残
る
八
メ
ン
バ
ー
法
域
は
、
破
綻
処
理
計
画
枠
組
み

を
高
い
優
先
度
で
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。



93―　　―

FSB（金融安定理事会）の最近の活動状況

図表２　2019年に FSBが公表した主要な文書と作業計画

〔出所〕　実績は FSBの HPより金融庁のHPを参照して作成、（　）は作業計画に基づく予定。

公表日/予定 コメント、（）は予定

G20向け成果物

（G20向け成果物）

G20向け成果物

G20向け成果物
G20向け成果物
G20向け成果物

G20向け成果物
G20向け成果物
G20向け成果物
G20向け成果物
（G20に提出）

（G20向け成果物）
（G20向け成果物）
（G20向け成果物）

12月
時期未定

報告書などの内容

フィンテックと金融サービスでの市場構造：市場動向と潜在的な金融安定への影響

銀行の破綻処理計画に関するピア・レビュー報告書

6月

協議用ディスカッション・ペーパー：破綻処理計画および破綻処理可能性に関する情報開示

（金融規制改革の実施に関する進捗報告書（要約）～作業予定）

取引主体識別子の導入に関するピアレビュー報告書

（分散型金融技術による諸問題）

暗号資産の規制当局ディレクトリ

大き過ぎて潰せないことを終結させる改革の評価：付託事項の要約

コルレス銀行業務の減少への評価と対処のためのアクションに関する進捗報告書

オーバーナイト無リスク金利：ユーザー向けガイド

TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）進捗状況報告書
市場分断に係る報告書

分散型金融技術に係る報告書（金融安定への影響）

（中小企業金融への規制の影響評価：最終報告書～作業予定）

（破綻処理計画と破綻処理可能性の開示について：最終報告書～作業予定）

（TLAC基準の技術的な実施に関するレビュー～作業予定）
（金融規制改革の実施と影響に関する第5回年次報告書～作業予定）

市中協議文書：中小企業金融への規制の影響評価

（メキシコと南アフリカのピアレビュー～作業予定）
（ノンバンク金融仲介に関するグローバル・モニタリングレポート2019年～作業予定）

（破綻処理改革の実施に関する報告書～作業予定）
（店頭デリバティブ市場改革に関する進捗状況報告書～作業予定）
（2019年のG-SIBs認定～作業予定）

（デリバティブとトレーディングポートフォリオの支払い能力を維持した段階的縮小：最終
報告書～作業予定）

4月

協議用ディスカッション・ペーパー：デリバティブおよびトレーディング・ポートフォリオ
のソルベントな（支払い能力を保っての）縮小

サイバー事象への初動と回復に係る進捗報告書

送金サービス業者の銀行サービスへのアクセスに係る報告書：FSB提言のモニタリング

2月

10月（予定）

11月

ノンバンク金融仲介に関するグローバル・モニタリングレポート2018年
FSBの2019年作業計画

暗号資産に係る報告書：進行中の作業、規制アプローチと潜在的なギャップ

5月

（主要な金利指標の改革に関する進捗報告書～作業予定）
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・
破
綻
処
理
計
画
は
、
比
例
性
に
基
づ
い
て
目
的
達
成
の

た
め
の
破
綻
処
理
戦
略
と
手
段
の
決
定
及
び
範
囲
と
要
件

の
厳
し
さ
が
調
整
さ
れ
て
い
る
。
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
や
Ｄ

－
Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
み
対
象
の
国
や
一
定
規
模
以
上
の
銀
行
が
対

象
と
な
る
国
も
あ
る
が
、
Ｅ
Ｕ
、
香
港
、
メ
キ
シ
コ
は
全

て
の
銀
行
を
対
象
と
し
て
い
る
。

・
破
綻
処
理
計
画
の
整
備
は
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
母
国
で
最

も
進
展
し
、
多
く
が
ベ
イ
ル
イ
ン
に
基
づ
く
破
綻
処
理
戦

略
を
開
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
で
危
機

管
理
グ
ル
ー
プ
が
設
立
さ
れ
、
五
行
を
除
く
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ

で
協
力
協
定
を
締
結
。
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
の
母
国
で
は
Ｄ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
等
の
破
綻
処
理
計
画
も
進
む
傾
向
が
あ
る
。

・
破
綻
処
理
計
画
の
効
果
を
確
実
に
す
る
に
は
重
要
な
作

業
が
残
っ
て
お
り
、
破
綻
処
理
の
資
金
確
保
、
処
理
対
象

機
関
の
価
値
評
価
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
で
の
協
力
、
情
報

共
有
取
決
め
な
ど
が
課
題
で
あ
る
。

・
各
国
当
局
が
破
綻
処
理
計
画
を
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
以
外
に

図表３　“大き過ぎて潰せない（TBTF）” 改革の評価：付託事項の概要

〔出所〕　FSB “Evaluationoftoo-big-to-failreforms:SummaryTermsofReference” より作成

・対象とする金融機関。FSBがバーゼル委の手法に基づいて認定したG-SIBs、各国当局がバーゼル委で合意した枠組みに
沿って認定したD-SIBs。

・対象とするG20の政策措置。資本バッファーの上乗せとTLAC（総損失吸収力）、監督の強化、実効的な破綻処理枠組み
と破綻処理計画、破綻処理可能性の評価、改善。

・負の外部性を内部化してビジネスモデルやリスク特性を変化させたか。TBTFへの様々な対応措置にわたってインセン
ティブが揃っているか。

動機、目的、対象範囲、アプローチ、関連する改革と実施状況や潜在的波及経路をまとめ、全般的な評価を提供。評価結
果には特定の政策提言は含まず、基準設定主体とFSBが、担当分野での基準や政策措置の変更を必要に応じて提言する。

・効果の評価のため、（ⅰ）定性的な分析、（ⅱ）記述的統計、（ⅲ）定量的／実証的な分析（イベントスタディ、改革
と利得の因果関係の計量経済学的な分析）などを実施する。

改革当初の目的と対応すべき主要な課題を明確にし、既存の文献と作業を吟味し、目的に向けた前進を評価するデータや
指標を特定。

FSBメンバー法域を評価対象とし国境及び部門を跨いだ効果の評価を含める。G-SIBsの分析はホスト国への影響などの各
国内及びクロスボーダーな効果を含む。他の部門（保険や清算機関）との相互作用と潜在的な波及効果（相互連関を含
む）も検証する。

目的：改革がその目的を達成しているかの評価では、以下を取り上げる。

実施された改革が以下のような効果をもたらしたかを評価する
・SIBs破綻の確率とその影響の軽減に効果があったか。

期間：2020年末までに最終報告書を公表して評価が完了する。2020年6月に市中協議草案の公表を予定。寄せられた意見
を踏まえ最終報告を公表する。

期待される最終的な成果物：FSBは評価報告書を用意。

任務：SIBs破綻の確率と影響の軽減を目指すTBTF改革の効果に焦点を当てて評価する。

・実施が完了、進展した改革は、SIBがもたらすシステミックリスク及びモラルハザード・リスクを減少させているか。
・改革が金融システムに及ぼした幅広い影響を検証（プラスもマイナスも）。

評価プロセス：評価チームは独自の分析を実施する前に関連する既存の作業を吟味する。

・意図した成果と重大な意図せざる影響が金融システムと経済の全般的な機能に影響を及ぼしているか。
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広
げ
る
際
は
、
既
存
の
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
指
針
を
Ｄ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ

や
他
の
銀
行
に
ど
う
適
用
し
て
い
く
か
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。

提
言
１
：
破
綻
処
理
計
画
枠
組
み
の
適
用
を
さ
ら
に
進

め
、
運
営
可
能
に
す
べ
き
。

提
言
２
：
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
以
外
の
銀
行
に
つ
い
て
の
破
綻

処
理
計
画
を
支
援
す
る
作
業
を
実
施
。

提
言
３
：
破
綻
処
理
計
画
の
た
め
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の

協
力
と
情
報
共
有
を
強
化
。

⑷　

技
術
革
新
の
影
響
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
関
連
で
の
Ｆ
Ｓ

Ｂ
か
ら
の
主
な
報
告
書

⒜�　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
と
金
融
サ
ー
ビ
ス
で
の
市
場
構
造
：

市
場
動
向
と
潜
在
的
な
金
融
安
定
へ
の
影
響

　

技
術
革
新
に
よ
る
金
融
構
造
や
金
融
安
定
、
金
融
業
の

収
益
性
へ
の
影
響
を
、
①
既
存
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

と
競
争
ま
た
は
協
調
す
る
銀
行
類
似
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な

提
供
者
（
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
業
者
）、
②
大
手
技
術
系
企
業

（
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
）
に
よ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
③

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
の
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
依
存

と
い
う
観
点
で
検
討
し
、
現
状
評
価
と
今
後
の
課
題
を
ま

と
め
て
い
る
。

　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
に
よ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で

は
、
銀
行
等
の
既
存
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
の
協
調

が
多
く
み
ら
れ
る
。
各
国
の
状
況
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で

違
い
は
あ
る
が
、
協
力
関
係
に
よ
り
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業

は
相
対
的
に
小
さ
く
て
も
活
動
で
き
、
規
制
の
負
担
を
避

け
ら
れ
、
既
存
の
金
融
機
関
は
革
新
的
な
技
術
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

　

ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
は
、
大
規
模
で
確
立
さ
れ
た
顧
客
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
知
名
度
が
高
く
信
頼
も
得
て
お
り
、

参
入
の
影
響
は
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
よ
り
大
き
い
と
予
想

さ
れ
る
。
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
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な
ど
の
顧
客
デ
ー
タ
で
顧
客
の
選
好
に
合
わ
せ
た
提
案
が

で
き
、
財
務
面
の
強
さ
や
低
コ
ス
ト
資
本
の
活
用
で
金
融

サ
ー
ビ
ス
で
の
急
速
な
規
模
拡
大
が
可
能
で
あ
る
。
特

に
、
支
払
い
・
決
済
、
貸
出
、（
潜
在
的
に
は
保
険
）
な

ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
あ
る
場
合
は
そ
う
な
り
得
る⑸

。

　

中
核
的
な
業
務
の
運
営
で
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
る

デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
に
、
金
融
機
関
が
依
存
す
る

こ
と
は
、
現
状
で
は
少
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

他
業
界
の
傾
向
に
追
随
し
て
依
存
が
高
ま
る
と
の
予
想
も

あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
集
中
度
の
高
さ
も
あ
り
、
運

用
停
止
や
サ
イ
バ
ー
事
象
ま
た
は
支
払
い
不
能
が
複
数
の

金
融
機
関
の
業
務
を
混
乱
さ
せ
る
懸
念
が
あ
る
。

　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
や
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
、
サ
ー
ド
パ
ー

テ
ィ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
が
続
く
と
と
も
に
、
そ
の
動

向
と
金
融
安
定
へ
の
影
響
の
監
視
を
続
け
る
こ
と
が
重
要

に
な
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
金
融
革
新
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｆ
Ｉ

Ｎ
）
は
こ
う
し
た
問
題
の
更
な
る
調
査
を
行
う
。

⒝　

暗
号
資
産
関
連

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
四
月
に
〝
暗
号
資
産
規
制
当
局
デ
ィ
レ
ク
ト

リ
〟
を
公
表
、
五
月
末
に
は
Ｇ
20
向
け
の
報
告
書
〝
暗
号

資
産
：
進
行
中
の
作
業
・
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
と
潜
在
的
な

ギ
ャ
ッ
プ
〟
を
公
表
し
た
。
昨
年
一
〇
月
に
公
表
し
た

〝
暗
号
資
産
市
場
〟
報
告
書
で
は
、
暗
号
資
産
や
そ
の
市

場
に
つ
い
て
、
低
流
動
性
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
利
用
、
ボ
ラ

テ
ィ
リ
テ
ィ
に
よ
り
市
場
リ
ス
ク
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

リ
ス
ク
が
あ
り
、
支
払
い
手
段
で
の
利
用
に
は
適
さ
な
い

と
評
価
し
、
ま
た
、
現
時
点
で
は
暗
号
資
産
は
グ
ロ
ー
バ

ル
な
金
融
安
定
に
重
大
な
リ
ス
ク
を
も
た
ら
し
て
い
な
い

が
、
市
場
の
発
展
が
急
速
な
こ
と
を
踏
ま
え
た
監
視
が
必

要
だ
と
し
て
い
た
。

　

五
月
末
の
報
告
書
で
は
、
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
や
決
済
・

市
場
イ
ン
フ
ラ
委
員
会
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
（
金

融
活
動
作
業
部
会
）、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

概
観
し
、
投
資
家
及
び
消
費
者
保
護
、
市
場
の
健
全
性
、



97―　　―

FSB（金融安定理事会）の最近の活動状況

銀
行
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
、
支
払
い
シ
ス
テ
ム
、
金
融

安
定
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
（
マ
ネ
ー
ロ
ン

ダ
リ
ン
グ
防
止
と
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
）
な
ど
の
問
題
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
。

　

法
域
に
よ
っ
て
は
、
暗
号
資
産
が
法
律
上
の
証
券
や
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
と
さ
れ
ず
市
場
規
制
の
対
象
で
な
い
こ
と
も

あ
る
。
リ
ス
ク
や
潜
在
的
な
規
制
ギ
ャ
ッ
プ
は
変
化
を
続

け
て
お
り
、
各
国
当
局
と
基
準
設
定
主
体
は
焦
点
を
当
て

る
分
野
を
調
整
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
メ
ン

バ
ー
は
、
急
速
に
変
化
す
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の

フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
な
リ
ス
ク
評
価
の
実
施
で
合
意

し
て
い
る
。

⒞　

サ
イ
バ
ー
事
象
へ
の
初
動
と
回
復
（
進
捗
報
告
書
）

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
金
融
機
関
の
サ
イ
バ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強

化
の
た
め
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
）
を
組

成
、
金
融
機
関
の
サ
イ
バ
ー
事
象
へ
の
初
動
と
回
復
に
関

す
る
効
果
的
な
実
務
の
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
開
発
（
手
法
の
取

り
ま
と
め
）
を
行
っ
て
い
る
。

　

文
献
の
レ
ビ
ュ
ー
と
既
存
の
国
際
機
関
及
び
各
国
当
局

の
取
組
み
の
吟
味
を
ま
ず
行
い
、
七
月
か
ら
の
六
週
間
で

外
部
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー

ベ
イ
を
実
施
、
一
〇
月
の
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
会
合
で
作
業
結
果
を

ま
と
め
て
評
価
す
る
。
二
〇
二
〇
年
の
初
期
に
市
中
協
議

を
行
い
九
月
頃
の
報
告
書
完
成
を
目
指
す
。

⒟　

分
散
型
金
融
技
術
の
金
融
安
定
へ
の
影
響

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
、
技
術
革
新
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
、
金
融
シ
ス

テ
ム
へ
の
影
響
を
分
散
化
（
リ
ス
ク
テ
イ
ク
、
意
思
決
定

（
取
引
）、
記
帳
の
分
散
化
）
の
観
点
で
整
理
し
て
い
る
。

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
へ
の
投
資
は
二
〇
一
八
年
に
一
一
二
〇
憶

ド
ル
に
達
し
、
分
散
型
台
帳
（
Ｄ
Ｌ
Ｔ
）
技
術
、
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
が

様
々
な
金
融
活
動
に
用
い
ら
れ
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
形
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態
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。

　

分
散
型
金
融
技
術
の
利
用
が
拡
大
し
金
融
シ
ス
テ
ム
や

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
分
散
化
と
多
様
化
が
進
め
ば
、
伝
統

的
な
金
融
機
関
や
仲
介
者
に
伴
う
金
融
安
定
へ
の
リ
ス
ク

削
減
が
期
待
で
き
る
。
だ
が
一
方
で
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
へ
の
集
中
化
リ
ス
ク
や
信
用
供
与
で
の
循
環
増
幅

性
の
増
大
、
説
明
責
任
の
拡
散
や
不
明
確
化
、
再
建
・
破

綻
処
理
で
の
困
難
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
や
法
務

リ
ス
ク
の
増
大
に
よ
り
、
金
融
安
定
へ
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
懸
念
も
あ
る
。

　

分
散
化
さ
れ
た
金
融
シ
ス
テ
ム
の
規
制
で
は
、
金
融
機

関
で
は
な
く
金
融
活
動
を
対
象
と
す
る
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ

や
監
督
当
局
の
デ
ー
タ
取
得
方
法
な
ど
、
分
散
型
金
融
技

術
に
対
応
し
た
規
制
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
対
話
し
、
分
散
型

金
融
技
術
に
よ
る
機
会
と
リ
ス
ク
の
評
価
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。

四

、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
か
ら
の
市
場
分
断
に
係
る

報
告
書

　

Ｇ
20
議
長
国
日
本
の
問
題
提
起
に
基
づ
き
〝
市
場
分
断

に
係
る
報
告
書
〟
が
公
表
さ
れ
た
。
主
な
論
点
を
紹
介
し

た
い⑹

⑺

。

⑴　

報
告
書
の
構
成

　

報
告
書
の
構
成
は
図
表
４
の
通
り
。
監
督
や
規
制
に
よ

る
法
域
毎
の
市
場
分
断
を
分
析
し
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の

金
融
活
動
増
加
と
国
内
の
規
制
枠
組
み
を
地
域
の
状
況
や

任
務
に
合
わ
せ
る
こ
と
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
論
じ
て
い

る
。
具
体
例
と
し
て
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
の
取
引
と
清
算
、
銀
行
の
資
本
と
流
動
性
の
ク
ロ

ス
ボ
ー
ダ
ー
な
管
理
、
デ
ー
タ
や
他
の
情
報
の
国
際
的
な

共
有
を
取
り
上
げ
、
国
際
協
力
の
効
果
と
効
率
を
高
め
て
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市
場
分
断
が
金
融
安
定
に
及
ぼ
す
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
軽

減
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
論
じ
、
今
後
の
ス

テ
ッ
プ
を
ま
と
め
て
い
る
。

⑵　

市
場
分
断
の
事
例

⒜�　

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
、

清
算

　

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
と
清
算
で

は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
地
理
的
な
境
界
に
沿
っ
た
分
断
が

み
ら
れ
、
Ｇ
20
改
革
（
証
拠
金
、
報
告
要
件
、
集
中
清

算
、
標
準
的
な
取
引
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
の
各
国
で

の
実
施
方
法
な
ど
が
そ
の
要
因
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　

改
革
に
は
透
明
性
を
高
め
リ
ス
ク
管
理
を
強
化
し
て
シ

ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
を
削
減
す
る
利
点
が
あ
る
が
、
国
際

的
な
基
準
の
各
国
で
の
実
施
の
内
容
と
タ
イ
ミ
ン
グ
の
相

違
や
各
国
政
策
の
域
外
適
用
で
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
の

潜
在
的
な
分
断
が
生
じ
て
い
る
。

⒝�　

銀
行
の
資
本
と
流
動
性
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
で
の
管

理

　

改
革
は
国
際
的
に
活
動
す
る
銀
行
の
強
靭
性
向
上
を
市

場
に
再
保
証
し
、
銀
行
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
な
活
動
か
ら

生
じ
る
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
を
抑
え
て
各
国
当
局
の
不

安
を
な
く
し
、
危
機
後
の
金
融
面
の
統
合
を
支
援
し
た
。

だ
が
、
危
機
後
の
改
革
の
目
的
達
成
の
た
め
の
当
局
の
行

動
に
よ
り
、
資
本
と
流
動
性
の
潜
在
的
な
分
断
が
も
た
ら

さ
れ
て
い
る
。
例
示
す
る
と
以
下
の
通
り
。

・
国
際
的
な
基
準
に
追
加
さ
れ
た
各
法
域
で
の
規
制
（
リ

テ
ー
ル
と
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
、
各
国
で

の
子
会
社
義
務
付
け
や
持
株
会
社
構
造
（
法
域
で
の
リ
ン

グ
フ
ェ
ン
ス
））

・
国
際
的
な
基
準
の
各
法
域
で
の
実
施
の
内
容
及
び
タ
イ

ミ
ン
グ
の
相
違
（
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
各
国
で
の
実
施
、
市
場
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図表４　市場分断に係る報告書（目次）

〔出所〕　FSB：“ReportonMarketFragmentation” より作成

付属文書E：ワークショップの非公式な要約
付属文書F：清算機関についての相互依拠

4.3規制枠組みの比較可能性及び相互依拠と認識プロセスの効率性  
5.次のステップ
付属文書A：文献レビュー
付属文書B：基準設定主体の市場分断についての作業
付属文書C：OTCデリバティブ取引の取引報告についてのケーススタディ
付属文書D：リングフェンスと危機管理グループについてのケーススタディ

3.3.1取引報告要件の実施に関する法域による相違 
3.3.2完全なデータ報告と共有に関する各法域の法的制約 
3.3.3サイバーリスクとストレステストに関する報告要件での法域による相違 

4．市場分断に取り組むためのメカニズムとアプローチ
4.1国際基準の開発と実施 
4.2現状でのクロスボーダーのコミュニケーションと情報共有 

3.3クロスボーダーでの情報共有

要旨
1．はじめに
2．市場分断と金融安定
3．監督、規制政策と市場分断
3.1クロスボーダーのOTCデリバティブ取引、清算
3.1.1国際的な基準の各国での実施の内容及びタイミングでの相違 
3.1.2域外への影響を伴う国内政策 
3.2銀行の資本と流動性のクロスボーダーでの管理 
3.2.1国際的な基準に追加された各法域での規制 
3.2.2国際的な基準の各法域での実施の内容及びタイミングの相違
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リ
ス
ク
改
定
枠
組
み
や
安
定
調
達
比
率
の
実
施
時
期
、
Ｔ

Ｌ
Ａ
Ｃ
基
準
（
ホ
ス
ト
国
の
懸
念
））

⒞　

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
で
の
情
報
共
有

　

大
量
の
デ
ー
タ
を
処
理
し
分
析
す
る
こ
と
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
よ
り
利
用
し
や
す
い
デ
ー
タ
は
、
リ
ス

ク
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
や
市
場
機
能
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー

で
の
状
況
の
監
視
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
安
定
の
監
視
を

含
め
、
当
局
が
効
果
的
な
監
視
を
行
う
こ
と
を
支
援
す

る
。
各
国
で
の
デ
ー
タ
報
告
要
件
の
大
幅
な
相
違
や
ク
ロ

ス
ボ
ー
ダ
ー
で
の
情
報
共
有
へ
の
障
害
は
、
金
融
機
関
の

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
な
活
動
に
伴
う
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
コ

ス
ト
を
増
加
さ
せ
か
ね
な
い
。
潜
在
的
な
市
場
分
断
要
因

と
し
て
以
下
が
考
え
ら
れ
る
。

・
取
引
報
告
要
件
の
実
施
に
関
す
る
法
域
に
よ
る
相
違

・
完
全
な
デ
ー
タ
報
告
と
共
有
に
関
す
る
各
法
域
の
法
的

制
約

・
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
と
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に
関
す
る
報
告

要
件
で
の
法
域
に
よ
る
相
違

⑶　

市
場
分
断
に
取
り
組
む
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
ア
プ

ロ
ー
チ

　

情
報
共
有
関
連
の
二
者
間
の
取
決
め
や
監
督
カ
レ
ッ
ジ

や
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ
（
Ｃ
Ｍ
Ｇ
）
に
助
け
ら
れ
、
金
融

危
機
後
の
当
局
間
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
な
協
力
や
情
報
共

有
は
改
善
し
て
き
て
い
る
。
監
督
の
実
務
と
結
果
へ
の

い
っ
そ
う
の
理
解
で
協
力
を
促
し
、
当
局
が
相
互
の
依
拠

や
お
互
い
の
監
督
や
承
認
プ
ロ
セ
ス
に
依
存
す
る
用
意
が

あ
れ
ば
、
さ
ら
に
改
善
す
る
だ
ろ
う
。

　

国
際
的
な
基
準
の
開
発
と
実
施
の
様
々
な
段
階
で
検
討

を
行
い
、
市
場
分
断
に
対
処
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
探
査
す

る
と
以
下
の
通
り
。
な
お
、
運
営
上
の
負
担
を
大
幅
に
増

加
さ
せ
ず
に
各
国
当
局
間
の
協
力
の
効
果
と
効
率
を
高

め
、
共
通
の
課
題
と
目
的
を
認
識
す
る
潜
在
的
な
方
法
に
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焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。

・
国
際
基
準
の
開
発
と
実
施

規
制
の
潜
在
的
な
分
断
化
の
効
果
を
よ
り
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
検
討
す
る
（
市
中
協
議
の
活
用
）。

適
切
な
場
合
は
、
国
際
的
な
基
準
の
特
定
の
技
術
的
側

面
を
明
確
化
す
る
（
取
引
報
告
や
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
実
施
の
技

術
的
レ
ビ
ュ
ー
）。

市
場
分
断
の
影
響
を
実
施
状
況
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
改
革

評
価
の
一
部
で
検
討
す
る
。

・
現
状
で
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
情
報
共
有

既
存
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
市
場
分
断
関
連
の
問
題
を

定
期
的
に
検
討
（
監
督
カ
レ
ッ
ジ
や
Ｃ
Ｍ
Ｇ
）。

各
国
が
計
画
中
の
規
制
で
市
場
分
断
の
影
響
が
あ
り
そ

う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
対
話
に
努
め
る
。

デ
ー
タ
集
計
を
調
整
し
て
揃
え
改
善
す
る
た
め
に
監
督

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
利
用
す
る
。

・
規
制
枠
組
み
の
比
較
可
能
性
及
び
相
互
依
拠
と
認
識
プ

ロ
セ
ス
の
効
率
性

監
督
当
局
の
協
力
を
支
援
す
る
取
決
め
の
採
用
を
促
進

す
る
。

相
互
依
拠
、
認
識
の
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
性
を
高
め
る
。

⑷　

今
後
の
ス
テ
ッ
プ

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
メ
ン
バ
ー
は
、
市
場
分
断
に
対
応
す
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
化
に
資
す
る
追
加
作
業
を
行
う

分
野
を
特
定
し
て
い
る
。

・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
及
び
証
券
市
場
で
の
相
互
依
拠
プ
ロ
セ

ス・
各
法
域
の
リ
ン
グ
フ
ェ
ン
ス
と
国
際
的
な
銀
行
の
財
務

資
源
の
事
前
確
保

・
規
制
、
監
督
当
局
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
共

有・
市
場
分
断
を
改
革
の
評
価
の
一
部
と
す
る
（
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
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改
革
の
評
価
で
は
対
応
）

　

Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
上
記
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
進
捗
状
況
を
二

〇
一
九
年
一
一
月
に
レ
ビ
ュ
ー
す
る
予
定
で
あ
る
。

五
、
結
び
に
代
え
て

　

本
稿
で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
最
近
の
活
動
に
つ
い
て
Ｇ
20
財

務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
に
向
け
て
公
表
さ
れ
た
報

告
書
を
参
照
し
て
概
観
し
た
。
金
融
規
制
改
革
の
実
施
が

進
む
中
で
、
危
機
後
に
進
め
て
き
た
規
制
改
革
の
影
響
評

価
や
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
金
融
シ
ス
テ
ム
と
金
融
安
定
へ
の

影
響
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
の
新
し
い
分
野
に

活
動
の
重
心
が
移
っ
て
き
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　

日
本
は
規
制
・
監
督
に
よ
る
市
場
分
断
へ
の
懸
念
や
各

国
間
の
協
調
の
強
化
に
つ
な
が
る
分
析
と
方
向
性
の
提
示

を
働
き
か
け
て
き
た
が
、
様
々
な
報
告
書
に
そ
の
努
力
が

反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
金
融
危
機
の
教
訓
を
踏

ま
え
た
規
制
改
革
が
、
国
際
的
な
金
融
シ
ス
テ
ム
が
安
定

を
保
ち
つ
つ
、
世
界
経
済
の
着
実
な
成
長
に
貢
献
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

（
注
）

⑴　

FSB

のH
P,

“ReportstotheG20

”https://w
w
w
.fsb.org/

publications/g20-reports/

と
金
融
庁
：
「
金
融
安
定
理
事
会
に

よ
る
Ｇ
20
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
合
へ
の
報
告
書
等
の
公
表

に
つ
い
て
」
二
〇
一
九
年
六
月
、https://w

w
w
.fsa.go.jp/inter/

fsf/20190610.htm
l

を
参
照
。

⑵　

FSBChairʼslettertoG20FinanceM
inistersandCentral

BankGovernors

：A
pril2019

参
照
。
な
お
、
六
月
二
四
日
付
の

Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
ク
ォ
ー
ル
ズ
Ｆ
Ｓ
Ｂ
議
長
の
レ
タ
ー

で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
活
動
に
つ
い
て
、
①
新
た
な
脆
弱
性
へ
の
対
応
、

②
金
融
技
術
革
新
の
利
益
を
活
用
し
リ
ス
ク
を
抑
え
る
、
③
合
意
さ

れ
た
改
革
の
実
施
を
完
成
さ
せ
改
革
の
意
図
し
た
效
果
を
確
実
に
す

る
、
④
統
合
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
、

⑤
Ｆ
Ｓ
Ｂ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
説
明
責
任
を
強
化
す
る
、
と
い
う
項

目
で
整
理
し
て
い
る
。FSBChairreportsto

Ｇ
20Leaders

aheadofO
sakaSum

m
it

：June2019

参
照

⑶　

FSBw
orkprogram

m
efor2019

：February2019

参
照



104―　　―

証券レビュー　第59巻第７号

⑷　

F
SB

“Evaluationoftoo-big-to-failreform
s:Sum

m
ary

T
erm
sofReference

”M
ay2019

を
参
照
。

⑸　

ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
経
済
年
報
（
二

〇
一
九
年
）
の
第
三
章
が
参
考
に
な
る
。

⑹　

FSB
“ReportonM

arketFragm
entation

”June2019

を
参

照
。

⑺　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
証
券
経
済
研
究

所
、
国
際
金
融
規
制
研
究
会
「
国
際
金
融
規
制
研
究
会
意
見
書
」
二

〇
一
九
年
五
月
、
及
び
氷
見
野
良
三
金
融
国
際
審
議
官
：
国
際
ス

ワ
ッ
プ
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
協
会
（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）
四
季
報
誌
（
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
）
二
〇
一
九
年
四
月
、
を
参
照
。https://w

w
w
.fsa.go.jp/

com
m
on/conference/danw

a/20190409-1.pdf

�

（
さ
し
だ　

あ
き
お
・
当
研
究
所
特
任
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
）


